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（ 要 旨 ） 
 日本軍「慰安婦」問題について、政府の誠実な対応を求める意見書を各関係省庁に提出し

てください。 

（ 理 由 ） 
 私たち       （略称   ）は、平塚らいてうや童画家のいわさきちひろなどの

よびかけで１９６２年に創立し、以来女性の地位向上と子どものしあわせを願って全国で活

動している団体です。創立当初からの平和の運動が認められ２００３年には国連ＮＧＯとし

て世界の女性と連帯し行動しています。新宿支部も微力ではありますが、まわりのさまざま

な女性たちと連帯して人権について学び行動し、理解を深めているところです。 

 １９９１年被害女性が初めて元「慰安婦」であったと勇気ある告発をされて、２０年ちか

くが経とうとしております。日本政府は告発のあったその年に調査を始め、２年後には河野

官房長官が「当時の軍の関与のもとに、多数の女性の名誉と尊厳を深く傷つけた問題である」

と政府として認めた談話を発表しました。それにもかかわらず日本政府は日本軍「慰安婦」

問題は、サンフランシスコ条約や二国間条約で解決済みとして、法的責任を拒否しつづけて

おり歴史教科書からその記述までも消去しました。多くの被害者及び被害国政府は、日本の

このような態度を受け入れていません。被害女性らは高齢に達し、無念の生涯を終えたとい

う訃報が相次いでいます。「慰安婦」問題は「女性の人権の問題」であり、人間の尊厳を回

復する課題です。 

 一日も早い解決のために、区議会として日本政府が誠実な対応をとるよう働きかけてくだ

さるようお願い致します。 

 

 

 

 

 


